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「全国グラウンドゴルフ交歓大会」・。・
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四
月
二
十
日
、
村
山
で
（財
）
グ
リ
ー
ン

ス
ト
ッ
ク
と
村
山
区
（田
上
安
盛
区
長
）
、

村
山
牧
野
組
合

（田
上
求
組
合
長
）
が
共

催
で
野
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
村
山
区

の
交
流
会
が
行
わ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
三

十
名
を
含
む
お
よ
そ
八
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
二
月
の
輪
地
切
り
作
業
や
二
月

の
野
焼
き
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
の
人
た
ち

へ
の
お
礼
に
と
実

施
し
た
も
の
で
す
。

南
阿
蘇
牛
を
使

っ
た
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー

や
地
元
の
ご
婦
人
方
の
手
作
り
田
楽
で

の
お
も
て
な
し
。

自
己
紹
介
や
カ
ラ
オ
ケ
の
披
露
も
あ

り
、参
加
さ
れ
た
方
々
は
あ
い
に
く
の
雨

模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
爽
快
な
気
分
で

交
流
が
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
々
か
ら
、

「来
年
も
ま
た
、
輸
地
切
り
や
野
焼
き
に

ぜ
ひ
参
加
し
ま
す
。
」
と
あ
り
が
た
い
言

葉
を
い
た
だ
き
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

今
後
も
お
つ
き
あ
い
が
発
展
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

阿蘇の大 自 駆 :

5月 27日 (土)、 朝 5時に長陽村をスター トして阿蘇郡を駆

け抜け阿蘇町にゴールする、阿蘇カルデラスーパーマラソン

(100bの 部・50mの部)が降りしきる雨の中、盛大に開催され

ました。

今年の参加者は全国から722名 。沿線町村では大会を盛 り上

げようと、早朝から婦人会、交通指導員、体育協会、役場職員

などをボランテ ィアを総動員 して、交通整理や水の運搬、

2.5kmご との給水所や5kmご とのエー ド (軽食)ステーション

桂
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地雷廃絶を訴え参加した

義足のランナー クリス・

ムーンさん(145)も 、見事
100kmを 完走しました。

の設置、運営などに大忙 しで した。                  応援にかけつけた尾下の獅子舞保存会

選手たちは沿道の人から大 きな拍手 と激励の言葉に手を上 げて応えなが ら元気に走って行 き、清栄

山越 えでは、選手たちは急斜面を駆け上が り疲れかけたところに、鳴 り響 く県指定の尾下菅原神社の

獅子舞保存会の笛や太鼓の音に励 まされ軽快な足取 りにと変わ りました。

1.水と緑と上のにおい、いっばし

TEI.09676-2-

町
民
憲
章

2.伝統を重んじ、文1
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します。

子どもの夢を育て幸
‐
せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

6.スポーツに親しみ、| ‐心身をきたえ健全な町にします。

‐
T守鴨轟趙
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お鯰1曜たのおくやみ
2000.4月 受付分   敬称略

赤ちゃん
たんじょう

鶴林 栄里ちゃん

(上在) 3.29生
なおこ

本川 尚子ちゃん

(下町) 4.5生

山村   慎ちゃん

(旭通) 4.9生

森田  凛ちゃん

(涸召和)  4.17生
はるか

倉田 晴歌ちゃん

(昭和) 4.20生
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母

父
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おくやみ
もうしあげます

住 所

村 山

味 鳥

東中原

冬 野

御 遺 族 続柄 死 亡 者 年齢

堤  勝男 妻 堤 サチ子 68
後藤チヨ子 夫 後藤  嵐 71
高倉  積 妻 高倉フキ子 70
岩下 政志 妻 岩下マツ子 78

人口の動き

(4月 末日現在 )

世帯数  2,602(+15)
男   3,773(+18)
女   4,044(- 1)

総  数  7,817(+ 17)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>堤勝男 後藤チヨ子

岩下政志

<一般寄付 >高森保育園保護者会

高倉積

■広報送料寄付

田上 一生 (北九州市八幡西区)

後藤 幸信 (福岡県中間市)

甲斐 倣 (茨城県水戸市 )

遠山 博昭 (熊本市長嶺南)

自石 健一 (大分県直入郡荻町)

原 昭雄 (横浜市青葉区)

りがとうございました (敬称略

善 竜 の 灯

町

の
移
動

図
書

七
月
十

一
日

（大
）

草
部
出
張
所

旧
Ｊ
Ａ
草
北

野
尻
出
張
所

旧
Ｊ
Ａ
河
原

１０
時
～
１０
時
半

Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

１３
時
～
１３
時
半

１４
時
～
１４
時
半

七
月
十

二
日

（水
）

旧
Ｊ
Ａ
色
見
支
所
１０
時
～
１０
時
半

色
見
郵
便
局
前
　
１０
時
半
～
Ｈ
時

横
町
Ａ
団
地
　
　
１３
時
～
１３
時
半

下
町
公
民
館
　
　
１３
時
半
～
１４
時
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“

孤壼歴測舅應閻
熊本県知事選挙・参議院熊本県選出議員補欠選挙

福島譲二知事の死去に伴う熊本県知事選挙及び参議院熊本選 出議員補欠選挙が、

3月 30日 に告示、 4月 16日 に投票が行われ ました。

町では、午前 7時から 15の投票所で午後 8時 まで投票が行われ、同日午後 9時

15分からは林業総合センターで開票作業が行われ ました。

今回の選挙は、 21世紀に向か う県政の大 きな期待を担 うもので、県民の関心 も

高 く県知事選挙投票率は62.46%(前回県知事選挙45.57%)と 前回を大きく上回 り

高投票率となりました。

町内の選挙結果及び投票率は下記のとお りです。

年
　
金
　
相
　
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

い

で
く
だ
さ
い
。

■
と

き
　
六
月
二
十
三
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

熊
本
県
知
事
選
挙
　
投
票
区
別
投
票
率

●

■
〈
＝
ル
繊
ｍ
暉
不

（五‐百
万
円
以
上
）

■
下
町

・
昭
和

一
号
線
歩
道
改
修

工
事
　
□
工
期
　
平
成
十
二
年
六

月

一
日
か
ら
平
成
十
二
年
九
月
二

十
二
日
ま
で
　
□
金
額
千
百
二
万

五
千
円
　
□
請
負
者

　

（株
）
草

村
道
路
建
設
工
業

「野
鳥
保
護
強
化
月
間
」

五
月
十
日
か
ら
六
月
九
日
ま
で

は
野
鳥
保
護
強
化
月
間
と
し
て
野

鳥
保
護
の
啓
発
、
違
法
捕
獲
や
違

法
飼
育
の
取
り
締
ま
り
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
が
、
七
月
末
日
ま
で
の

間
、
ひ
な
鳥
の
捕
獲
等
も
許
可
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
保
護
を
必
要
と

す
る
ひ
な
鳥
等
を
発
見
さ
れ
た
ら

農
林
振
興
課
　
林
業
振
興
係
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
７
）

心
配
ご
と
相
談

何
か
社
会
福
祉
に
関
す
る
こ
と

で
心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

地
元
民
生
児
童
委
員
の
心
配
ご
と

相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
六
月
十
六
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
草
部
出
張
所

野
尻
地
区

■
と

き
　
六
月
二
十
三
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
野
尻
出
張
所

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
七
月
四
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
夫
蓉
館

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

晰〃γ′編
集
後
記

訥
　
　
　
　
′́
″

梅
雨
の
時
期
と
な
り
、
外
に
出

る
の
が
う

っ
と
う
し
く
な
り
ま
し

た
ね
。
お
日
様
の
あ
り
が
た
み
を

強
く
感
じ
ま
す
。
社
会
生
活
の
中

で
も
、
毎
日
の
よ
う
に
起

こ
る
凶

悪
な
少
年
犯
罪
や

一
般
常
識
で
は

解
釈
で
き
な
い
い
ろ
い
ろ
な
問
題
、

若
千
の
明
る
さ
は
見
え

て
き
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
の
日
本
経
済
、

世
間
に
お
い
て
も
お
日
様
が
ほ
し

参
議
院
熊
本
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
　
投
票
区
別
投
票
率

●

●  ●

熊本県全体の投票率

62。46%

熊本県全体の投票率

61.85%

６

月

‐１

日

６

月

‐８

日

６

月
２５

日

７

月
２

日

７

月

９

日

７

月

‐６

日

７

月

２０

日

立

野

病

院

ａ
③
‐ｏ
ｌ
ｌ
ｌ

南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ッ
ク

な
⑦
‐
２
０
３
０

藤

本

医

院

ａ
⑦
‐ｏ
ｏ
２
ｏ

平

田

医

院

ａ
②
‐ｏ
２
１
６

馬
原
内
科
医
院

ａ
②
‐ｏ
６
４
６

立

野

病

院

ａ
③
‐ｏ
ｌ
ｌ
ｌ

中

村

医

院

窒
⑦
‐２
３
３
３

*都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部

テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-O099

い

先 も

し

た

て

い

だ
け
で
ま
ず
は
ホ
ッ
と
。
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
何
か
運
動
を
始
め
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
思
う

だ
け
で
は
駄
Ｈ
で
す
ね
。
何
事
も

ま
ず
は
実
行
あ
る
の
み
。
　

田
浩

(19)今度の温泉館休館日 6月 20日・21日・22日 /7月 19日 讐設輝響黎炉庁製庁F≦浙項弊覇幕t理
し
請
だき

熊本

潮谷

果

各
軸一鉤

開

＞

挙

分

選

町

事

森

Π
Ｈ
』コ■

生
ハ

一Ｅ
Ｆ

県

＜

あそだ )青

久保山けいすけ

■有効投票数‐ 4,405

■無効投票数   52
■投票総数  4,457
■投票率  71.55%

（
５

803

投 票 所 名

選挙当日

の

有権者数

投 票 者 数 投票率

(%)男 女
△ ―_L

「

コロ l

高森町基幹集落センター 266 96 98 194 72.93
９
し 菅山集会所 96 31 35 66 68.75
Ｒ

） 芹口集会所 193 77 74 151 78.24

4 永野原公民館 256 94 88 182 71.09
ｒ
Ｏ 高森自然学校 265 98 107 205 77.36
（０ 村山公民館 612 199 226 425 69.44
７
‘ 旧高森保育園 1,181 394 455 849 71.89

8 下町公民館 1,057 344 405 749 70.86
Ｑ

） 南公民館 516 188 204 392 75.97

10 旧 JA下色見支所 536 192 198 390 72.76

11 上色見小学校 459 155 185 340 74.07

12 高森町林業センター 360 102 115 217 60.28

13 永野集会所 66 20 24 44 66.67

14 尾下体育館 173 59 53 112 64.74

15 河原老人憩いの家 193 74 67 141 73.06

合  計 6,229 2,123 2,334 4,457 71.55

投 票 所 名

選挙当日

の

有権者数

投 票 者 数 投票率

(%)
男 女 ^=↓

「

コロ l

高森町基幹集落センター 266 96 98 194 72.93
∩
∠ 菅山集会所 97 31 35 68.04
∩
６ 芹口集会所 193 77 74 151 78.24

4 永野原公民館 258 94 88 182 70.54

5 高森自然学校 267 98 108 206 77.15
ハ
０ 村山公民館 619 199 226 425 68.66
７
‥ 旧高森保育園 1,183 394 455 849 71.77
（Ж
） 下町公民館 1,062 344 405 749 70.53
Ｑ

） 南公民館 517 188 204 392 75.82

10 1日 JA下色見支所 537 192 198 390 72.63

11 上色見小学校 459 155 185 340 74.07

12 高森町林業センター 362 102 115 217 59.94

13 永野集会所 67 20 24 44 65.67

尾下体育館 173 59 53 112 64.74

15 河原老人憩いの家 194 74 67 141 72.68

=↓● :
6,254 2,123 2,335 4,458 71.28

効投票数 4,133
効投票数  325

■有

4,458■

■ 71.28%

(2)

鋏
朦驚

参議院熊本県選出議員

補欠選挙  開票結果

(高森町分)敬称略

魚住ひろひで  2.340
こうやま真理子 1,334
西川えつ子    191
林田陽-      268

66

14



知
的
障
害
者
（児
）
巡
回
相
談

熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所
主
催

に
よ
る
知
的
障
害
者

（児
）
巡
回

相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
日
　
時
　
八
月
二
十
五
日
（金
）

十
時
～

■
場
　
所
　
一
の
宮
町
保
健
セ
ン

タ
ー

（砒
０
９
６
７

・
２
２

・
５

０
８
８
）

■
相
談
内
容
　
日
常
生
活
、
医
療
、

年
金
、
就
労
、
施
設
入
所
、
療
養

手
帳
申
請

（再
判
定
は
除
く
）

■
そ
の
他
　
　
相
談
は
原
則
と
し

て
予
約
制
で
す
。

相
談
時
刻
は
調
整
の
う
え
、
別

途
連
絡
し
ま
す
の
で
七
月
十
七
日

（月
）
ま
で
町
役
場
保
健
福
祉
課

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
７
）

健
康
診
断
受
付
時
間
変
更

阿
蘇
保
健
所
で
は
、
就
職
、
進

学
の
た
め
の
健
康
診
断
及
び
集
団

検
診
等
を
毎
週
水
曜
日
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
六
月

一
日
か
ら
受
付

時
間
を
午
後

一
時
～
午
後
二
時
三

十
分
ま
で
に
延
長
し
ま
し
た
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
阿
蘇
保
健
所

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

・
０

５

３

５

放
送
大
学

，
学
生
募
集

平
成
十
二
年
度
第
二
学
期

（十
月
入
学
）

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
を
利
用
し
て
大
学
教
育
を
行
う

正
規
の
通
信
制
四
年
制
大
学
で
す
。

四
年
以
上
在
学
し
所
定

の
単
位
を

修
得
す
れ
ば
、

「学
士

（教
養
）
」

学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

十
八
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
人
学
で
き
、　
一
科
目
だ
け
で

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
募
集
学
生
　
全
科
履
修
生

（卒

業
を
目
指
す
学
生
）
選
科
履
修
生

（
一
年
間
在
学
す
る
学
生
）
科
目

履
修
生

（半
年
間
在
学
す

る
学

生
）

■
出
願
受
付
　
平
成
十
二
年
六
月

十
五
日

（本
）
か
ら
平
成
卜
二
年

八
月
十
五
日

（火
）

■
資
料
請
求

・
問
い
合
せ
先

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
５
９

・
４
８
９
０

資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
１
２
０

・
８
６
４

・
６
０
０

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
及
び

「介
護
料
支
給
」

制
度

は
、
交
通
遺
児
等

へ
の
育
成
資
金

の
貸
付
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
動
車
事
故
が
原
因

で
死
亡
し
た
方
、
ま
た
は
重
度
の

後
遺
障
害
が
残

っ
た
方
の
子
弟
で
、

Ｏ
歳
か
ら
中
学
生

の
子
ど
も
を
対

象
に
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
制

度
で
す
。

一
時
金
十
五
万
五
千
円
、
月
額

二
万
円
、
入
学
支
度
金

（小

・
中

学
入
学
時
）
に
四
万
四
千
円
と
な

っ
て
い
て
、
返
済
期
間
も
長
く

（二

十
年
以
内
）
安
心
し
て
借
り
ら
れ

る
制
度
で
す
。

介
護
料
の
支
給

自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
後
遺

障
害
者
の
方
に
は
介
護
料
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

■
支
給
条
件
　
頭
部
ま
た
は
脊
髄

に
損
傷
を
受
け
、
寝
た
き
り
と
な

り
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
に
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
完
全

介
護
を
行
う
病
院
に
入
院
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
医
師
の
付
添
い
証

明
が
必
要
で
す
。

■
支
給
額
　
入
院
介
護
の
場
合

日
額
　
四
千
五
百
円

自
宅
介
護
の
場
合

日
額

二
千
二
百
五
十
円

■
支
給
期
間
　
申
請
の
あ

っ
た
日

か
ら
、
介
護
料
を
支
給
す
べ
き
事

由
が
消
滅
す
る
日
ま
で
。

詳
し
く
は
、
自
動
車
事
故
対
策

セ
ン
タ
ー
熊
本
支
所

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

２

２

・
５

２

２

９

大
型
店
の
設
置
に
つ
い
て
の

制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

六
月

一
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
大

型
店
と
周
辺
の
中
小
小
売
業
の
方
々

と
の
商
業
活
動
の
統
制
を
行

っ
て

き
た
大
規
模
小
売
店
舗
法
が
廃
止

さ
れ
、
新
た
に
大
型
店
と
地
域
の

生
活
環
境

（交
通
渋
滞
、
騒
音
、

ゴ
ミ
な
ど
）
と
の
調
和
を
図
る
た

め
、
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
の
方
々
は
、
大
規
模
小
売

店
舗
の
設
置
者
か
ら
提
出
さ
れ
た

届
け
の
内
容
を
下
記
の
窓
口
で
見

る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
生
活
環

境
を
守
る
た
め
の
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
は
、
こ
う
し
た
意
見
や
市
町

村
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
に
配
慮

し
、
届
け
出
者
に
対
し
て
必
要
な

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
阿
蘇
地
域
振
興
局

振
興
調
整
室

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

・
１

１

１

１

（内
線

３
９
２
）

九
州
・沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に

伴
う
交
通
総
量
削
減
協
力
要
請

本
年
度
の
最
重
要
国
家
的
行
事

の
先
進
国
首
脳
会
議
が
沖
縄
県
に

お
い
て
七
月
二
十

一
日

（金
）
か

ら
二
十
三
日

（日
）
の
間
、
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
に
先

立
ち
、
皇
居
に
お
い
て
宮
中
晩
餐

会
が
七
月
二
十
日

（本
）
に
、
ま

た
、
蔵
相
会
議
が
七
月
八
日

（土
）

に
福
岡
県
、
外
相
会
議
が
七
月
十

二
日

（水
）
十
三
日

（本
）
に
宮

崎
県
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

開
催
期
間
中
は
、
開
催
地
周
辺

へ
の
車
両
の
乗
り
入
れ
を
控
え
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
な
ど

交
通
総
量
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ

育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
け

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で

●

《
人
権
と
は
何
か
を
考
え
て
み
ま
し
よ
う
》

人
権
啓
発
シ
リ
ー
ズ

０，
N

私
た
ち
す
べ
て
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

「人
権
と
は
何
か
」
と
い
う

こ
と
を
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

人
権
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持

っ
て
い
る
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
必

要
な
、
誰
か
ら
も
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
基
本
的
な
権
利
で
す
。

言
い
か
え
れ
ば
、
人
権
は
、
着
る
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
、
住
む
こ
と
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
や
健
康
で

あ
る
こ
と
、
生
命
や
身
体
が
守
ら
れ
る
こ
と
、
自
由
に
発
信
で
き
る
こ
と
な
ど
、
す
べ
て
の
人
の
日
常

生
活
に
か
か
わ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

和
気
あ
い
あ
い
の

高
森
中
学
校

運
動
会

●

●  ●

こ
の
よ
う
な
基
本
的
人
権
は
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持

つ
権
利
で
す
が
、
わ
が
国
で
は
日

本
国
憲
法
に
よ
り
基
本
的
人
権
が
法
的
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
ま
ず

「自
由
権
」
の
保
障
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「自
由
権
」
と

は
、
自
由
に
生
き
る
権
利
の
こ
と
で
、
身
体
を
拘
束
さ
れ
な
い
自
由
、
思
想

・
良
心
の
自
由
、
信
教
の

自
由
、
表
現
の
自
由
、
学
問
の
自
由
、
居
住
移
転
の
自
由
、
職
業
選
択
の
自
由
、
財
産
権
の
保
障
な
ど

が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、

「平
等
の
権
利
」
と
し
て
、
法
の
下
の
平
等
、
あ
る
い
は
差
別
の
禁
止
な
ど
も
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、

「社
会
権
」
と
し
て
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
の
生
活
を
営
む
権
利
で
あ
る
生
存
権

や
、
教
育
を
受
け
る
権
利
、
勤
労
の
権
利
な
ど
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
憲
法
で
は
、
参
政
権
や
請
求
権
な
ど
、
人
権
を
守
る
た
め
の
権
利
に
つ
い
て
も
保
障
さ
れ
て

い
る

一
方
、
憲
法
が
保
障
し
て
い
る
自
由
及
び
権
利
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
濫
用
す
る
こ
と
な
く
、
公

共
の
福
祉
の
た
め
に
利
用
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
分
に
権
利
が
あ
る
よ
う
に
、
他
の
す
べ
て
の
人
に
も
人
権
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
日
頃
か
ら
意
識

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

高
森
町
役
場
　
住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

ＴＥＬ

２

（内
線
１
３
２
）

五
月
二
十
八
日
、
前
日
の
大
雨
で
心
配
さ
れ
た
高
森
中
学
校
の
運
動

会
は
、
生
徒
の
念
願
に
よ
り
天
候
も
よ
く
な
り
、
全
力
疾
走
の
徒
走
や

熱
の
入

っ
た
応
援
合
戦
、
保
護
者
対
女
子
生
徒
の
綱
引
き
な
ど
で
和
気

あ
い
あ
い
の
う
ち
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

学
級
崩
壊
や
少
年
犯
罪
な
ど
世
の
中
お
か
し
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、

明
る
く
の
び
の
び
育

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

男子全生徒による組体操

九
州

・
沖
縄
サ
ミ

ッ
ト
開
催
準
備

本
部
　
　
熊
本
県

「土
砂
災
害
防
止
月
間
」

六
月

一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

危
険
個
所
等
を
知
ら
せ
被
害
の

軽
減
防
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
あ

ら
か
じ
め
避
難
場
所
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

女子生徒全員によるプリテイガールズのショータイム

(18)役場の支払日 6/15(木)6/26(月 )7/5(水 )7/17(月 )時間10時から15時まで(3)

警
涙爾 畿陣

“
"――
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犯罪被害で悩んでおられる方ヘ

こんな悩みはありませんか。是非、ご相談下さい。

○犯罪被害にあつたけれども、仕返しなどが怖くて届けるのをためらっておられる方

○犯罪被害にあったときの恐怖感を忘れられずにおられる方

○犯罪により家族を失ったり、後遺症が残るなどして、精神的、経済的に困っておられる方

○ストーカーやいじめの被害にあつておられる方

○夫や恋人からの暴力に悩んでおられる方

燻譲:.■

●  ●

●  ●

春
季
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
は
旭
球
友

五
月
十
五
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
山
村
広
場
で
行
わ
れ
た
、
春
季
ナ
イ

タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
再
結
成
さ
れ
た
下
町
ダ

ッ
ク
ス
を
加
え
十
四

チ
ー
ム
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
旭
球
友
が
充
実
し
た
戦
力
で
実
力
を
見
事

発
揮
し
優
勝
し
ま
し
た
。
最
優
秀
選
手
賞
は
旭
球
友
の
山
辺
浩

一
さ
ん
が

受
賞
し
ま
し
た
。

．　
　
大
会
結
果

鳳
”
　

筵
Ｈ
　

汗
犯
　

（可
　
　
　
弥
　
生
　

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

優勝した旭球友チーム

最
優
秀
選
手
賞

山
辺
　
浩

一
　

（旭
球
友
）

優
秀
選
手
賞

鶴
林
　
浩

一

（イ
ー
グ
ル
ス
）

も
う

一
度
　
腹
に
ガ
ー
ゼ
の
残

っ
と
る

急
だ

っ
た
　
下
書
き
の
ま
ま
読
む
弔
辞

も
う

一
度
　
生
で
聞
き
度
ア
ひ
ば
り
節

急
だ

っ
た
　
ば
ら
ま
く
暇
の
な
か
っ
た
つ

的
は
ず
れ
　
わ
が
家
も
欲
し
か
鯉
の
ぼ
り

も
う

一
度
　
捨
て
た
占
里
振
り
返
え
り

何
サ
　
落
目
に
な
れ
ば
馬
鹿
に
し
て

急
だ

っ
た
　
喪
服
は
し
つ
け
糸
の
侭

顔
　
修
羅
場
の
数
も
刻
ん
ど
る

ピ
ッ
カ
ピ
カ
　
靴
は
ぬ
が
ん
と
乗
せ
ら
れ
ん

的
は
ず
れ
　
釣
果
は
芹
の
フ
ル
コ
ー
ス

痛
か
っ
た
　
ラ
イ
ナ
ー
掴
む
も
ん
で
無
ァ

俳

　

　

旬

桜
散
る
親
し
き
句
友
訃
を
悼
む

み
佛
に
供
う
花
あ
り
し
が
の
花

初
夏
の
風
百
の
こ
樹
齢
の
梢
よ
り

花
吹
雪
宴
の
杯
に
ひ
ら
り
浮
く

あ
の
家
の
子
名
前
く

っ
き
り
峨
旗

一
本
の
老
桜
愛
で
つ
人
集
う

逝
く
人
の
あ
り
て
音
な
く
桜
の
散
る

先
輩
の
逝
き
し
日
庭
に
花
吹
雪

樹
を
傷
め
ひ
ど
い
藤
ほ
ど
奇
麗
咲
き

優
勝

準
優
勝

三
位

敢
闘
賞

旭
球
友

イ
ー
グ
ル
ス

ス
キ
ン
ズ

青
山
製
作
所

五
月
十
四
日
の
母
の
日
、
ど
ん
な

一
日
で
し
た
か
？

「お
母
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
と

一
緒
に
素
敵
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
？

そ
ん
な
人
た
ち
の
笑
顔
と
は
反
対
に
、
こ
の
日
を
涙
で
過
ご
し
た
母

親
も
大
勢
い
ま
す
。

そ
の
人
た
ち
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
、
そ
し
て
子
ど
も
の
笑
顔
さ
え

も
日
の
前
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
わ
が
子
が
、
こ
の
世
に
も
う
い
な
い
か
ら

・
・
・
。

総
務
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、　
一
歳
か
ら
二
十
九
歳
ま
で
の
死
亡
原
因

第

一
位
は

『不
慮
の
事
故
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『不
慮
の
事
故
』
、
聞
き
な
れ
な
い
言
葉

で
す
が
、
こ
の
中
に
は
水
難
や
火
災
だ
け
で

は
な
く
交
通
事
故
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て

一
番
多
い
の
が
、
こ
の
交
通
事
故

な
の
で
す
。

特
に
十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま
で
は

『不

慮
の
事
故
』
中
の
約
九
十
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

「親
よ
り
先
に
子
が
死
を
迎
え
る
の
は
、

特
別
な
病
気
だ
け
」
と
、
思

っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
？

現
実
は
違
い
ま
す
。

あ
る
企
業
が
母
親
を
対
象
に
、

「母
の
日
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
何
で
す
か
？
」

′
″
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一
般
の
方
の
肥
後
狂
旬
、
短
歌
、
俳
旬
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

＾

　

一

一
　
　

・

桐
原
　
自
酔

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

上
井
加
根
女

堀
田
　
蘇
仙

岡
本
　
琴
司

佐
藤
　
重
信

林
田
　

一
声

渡
辺
　
雲
海

佐
伯
　
文
雄

浦
塚
　
南
天

松
野
　
笑
声

本
田
　
初
雄

阿
部
タ
ツ
エ

後
藤
　
法
龍

森
　
　
政
隆

鶴
林
　
　
巧

本
田
　
訓
子

後
藤
や
よ
い

岩
下
　
京
子

森
　
　
正
六

■|■    ●

.‐          |||

_ .. .|■ |
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み
た
い
―

ヽJ
W

レ 】
ン

ロ
ス

後

こ
の
川
に
も
カ

ッ
パ
の

り
げ
仁́
え
が
あ
る
の
よ

警察の各種相談窓口

性犯罪やわいせつ、

痴漢等の被害

レディース 110番 0120-834-381
痴漢被害等相談所 096-352-4887

いじめなどの被害少年 肥後っこテ レホン 0120-02-4976
暴力団犯罪の被害 暴力相談電話 090-384-0110

民事介入暴力相談電話 0120-110-374
悪質商法の被害 悪質商法 110番 0120-444-768
その他の困 りごと 警察総合相談室 096-383-9110

警察以外の相談窓口について 「熊本県犯罪被害者支援連絡協議会」に加盟されている、

行政機関・民間団体等の相談窓口を紹介します。

○殺人、傷害、性犯罪に関する相談    ○交通事故に関する相談

○暴力団犯罪に関する相談        ○少年に関する相談

○悪徳商法に関する相談         ○薬物犯罪に関する相談

○心身の悩みに関する相談        ○法律に関する相談

○事件事故の被害者の解剖に関する相談   ○人権に関する相談

○犯罪被害給付制度に関する相談     ○その他

★熊本県警察本部警務課 犯罪被害者対策室

TEL0 9 6-381-0110(内 線2692・ 2693)
★高森警察署 被害者支援係  TEL2-0110

111

(4)

TEL 2‐ 0110
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

元
気
は
つ
ら
つ
熟
年
バ
ワ
ー

各
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
わ
か
い
も
ん
に
は
負
け
ら
れ
ん
ば
い
の

声
が
今
に
も
聞
こ
え
そ
う
な
熟
年
パ
ワ
ー
で
元
気
は
つ
ら
つ
と
し

た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

清
掃
活
動
や
健
康
づ
く
り
活
動
な
ど
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、

介
護
を
受
け
な
く
て
い
い
よ
う
に
、
皆
さ
ん
で
励
ま
し
助
け
合

っ

て
い
ま
す
。

高
森
峠
千
本
桜
を
清
掃

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
前
に

上
在
の
老
人
ク
ラ
ブ
城
山
会

（林

成
男
会
長
）
が
高
森
峠
千
本
桜

の

清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
お
か
げ
で
奇
麗

に
な
り
ま
し
た
。

各
家
庭
を
訪
間
す
る
巡
回
連
絡
や

ミ
ニ
パ
ト
カ
ー
で
警
ら
を
し
て
い

ま
す
と
地
区
の
皆
さ
ん
や
小

・
中

学
校
の
生
徒
さ
ん
ま
で
笑
顔
で
会

釈
を
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
野

尻

・
草
部
地
区
は
人
情
豊
か
で
地

域
全
体
が
、
家
族
の
よ
う
に
生
活

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
市
内
の
騒
音
の
中

で
仕
事
を
し
て
き
た
私
に
は
、
鳥

の
声
で
目
を
覚
ま
す
な
ど
夢
の
世

界
に
い
る
よ
う
で
す
。
駐
在
所
勤

務
は
初
め
て
で
す
が
、
地
区
の
皆

さ
ん
が
故
郷
を
愛
さ
れ
落
ち
着
い

て
生
活
を
し
て
い
る
よ
う
に
私
に

も
人
情
味
豊
か
な
、
野
尻
、
草
部

地
区
を
第
二
の
故
郷
の
よ
う
に
愛

し
勤
務
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
懸
案
事
項
は
、
阿
蘇
地
方

の
観
光
誘
致
等
に
よ
る
交
通
量
の

増
大
、
こ
の
こ
と
に
伴
う
交
通
事

故
か
ら
地
区
の
皆
さ
ん
の
安
全
を

守
る
こ
と
、
さ
ら
に
平
成
四
年
に

発
生
し
た
尾
下
殺
人
事
件
の
早
期

解
決
で
す
。

こ
の
野
尻
、
草
部
地
区
の
平
穏

を
守
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
地
域
住
民

の

一
人
と
し
て
野
尻
、
草
部
地
区

を
守
る
た
め
、　
一
生
懸
命
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
前
任
者

同
様
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

L∝〔ソ四
月
十
四
日
、
草
部
の
天
神
が

丘
公
園
で
、
草
部
福
寿
会
老
人
ク

ラ
ブ

（都
八
郎
会
長
）
の
二
十
数

人
の
皆
さ
ん
が
、　
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
た
ち
を
招
い
て
、
花
見

会
を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
い
つ
も
は
ク
ラ
ブ
員

だ
け
の
花
見
で
し
た
が
、
ク
ラ
ブ

員
以
外
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
た
だ
こ
う
と
今
回
実
施
さ

れ
た
も

の
で
す
。

介
護
を
受
け
な
く
て
す
む
よ
う

に
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
た
め

に
も
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
参
加

し
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。

野
尻
駐
在
所
に
赴
任
し
て
感
じ

た
こ
と
は
、

「地
域
の
皆
さ
ん
の

笑
顔
と
環
境
の
静
か
さ
」
で
す
。

私
は
毎
朝
六
時
に
起
き
て
中
学

校
跡
の
グ
ラ
ン
ド
を
起
点
に

一
時

間
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。
ウ
グ
イ
ス
や
他
の
小
鳥

た
ち
の
鳴
さ
声
で
目
を
覚
ま
し
、

町
内
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
に
地
域

の
皆
さ
ん
に
会
え
ば
必
ず

「お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
勤
務
中
に
も
言
え
ま
す
。

野
尻

・
草
部
地
域
の
安
全
守
り
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

高
森
警
察
署
　
野
尻
駐
在
所

本
年
三
月
の
異
動
で
野
尻
駐
在

所
勤
務
と
な
り
、
草
部
駐
在
所
も

兼
務
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
交

通
機
動
隊
や
熊
本
市
内
等
で
勤
務

し
、
高
森
警
察
署
勤
務
は
も
ち
ろ

ん
阿
蘇
地
方
で
の
勤
務
は
初
め
て

で
す
。

駐
在
所
に
は
妻
と
二
人
で
赴
任

し
て
お
り
ま
す
。

船 :

田 だ

ひ
で
　
　
　
よ

英
　
世

●  ●

●  ●

と
い
う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、

「花
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。

あ
な
た
も
、
そ
う
で
す
か
？

で
は
、

「
一
番
失
い
た
く
な

い
も
の
は
何
で
す
か
？
」

指
導
員
の
こ
の
質
問
に
あ
な
た
は
何
と
答
え
ま
す
か
？

わ
が
子
の
死
な
ど
考
え
た
く
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
今

一
度

『交
通

事
故
』
そ
し
て

『命
の
大
切
さ
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

茨
城
県

・
ひ
た
ち
な
か
市
　
「交
通
教
育
指
導
員
の
日
記
」
か
ら
許
諾
転
載
。

同
市
の
交
通
安
全
教
育
と
交
通
指
導
員
制
度
は
最
先
端
を
い
く
も
の
で
す
。
危

険
と
安
全
に
つ
い
て
自
ら
気
付
か
せ
る
指
導
方
針
で
、

「交
通
社
会
人
」
を
育

て
る
具
体
的
か
つ
解
り
や
す
い
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
育
は
市
町
村
の
役
割
で
す
。
本
町
で
も
交
通
教
育
に
つ
い
て

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
十

一
年
度
か
ら
女
性
の
交
通

指
導
員
を
任
命
し
、
交
通
教
育
面
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

『交通死亡事故多発中』

熊本県内では交通死亡事故が多発しています。

特に、夕暮れ時の事故が日立っています。

ドライバーの方は、早め早めの 「ライト」 「ウインカ

ー」に努めしょう。

歩行者や自転車の方は、反射材を活用し、自分の身を

守 りましょう。

チョットした気の緩みが、大きな事故を招きます。
「時間の余裕とルールの厳守」、

急ぐ気持ちや、はやる心を抑え、安全運転に努めまし

よつ。

「細心の注意 と思いや りの心」、

ゆずりあいと「ありがとう」の気持ちで、清々しい、

安全な交通社会を築きましょう。

一人ひとりが、きちんと交通ルールを守ることが、事

故防止の一番の近道です。

(5)

熊
本
県
高
森
警
察
署

野
尻
警
察
富
駐
在
所

ヽ    ′

夜空を観測 してみませんか ?

高森天文クラブ (仮称)

会 員 募 集
平成 11年 12月 にオープンした体暇村南阿蘇天文台で、 150mmの 届

折望遠鏡を使って星、月の観察、ビデオや写真撮影、また天文会員による星

空観察会などを楽しみませんか ?

年齢性別等問いません。

興味のある方でしたらどなたでも参加できます。

特にありません。

カメラ、星座盤、ビデオ、教本などが揃っています。

体暇村 南阿蘇 TEL 2-2111  (担 当 後藤)

※興味のある方はまずはご連絡ください。お待ちしています。

参加資格

持参するもの

問い合わせ先

フ ≠
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み
ん
な
の
生
命
財
産
を
守
り
ま
す

消
防
団
辞
令
交
付
式

高
森
町
消
防
団
の
辞
令
交
付
式
が
圧
月
Ｌ
Ｈ
、林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
町
長
、
飯
千
団
長
を
は
じ
め
町
内
十
四
の
全
分
団
か
ら
分
団
長
な
ど

約
百
名
が
出
席
。階
級
変
更
に
伴
う
三
卜
五
名
と
新
人
団
員
十
八
名
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
（本
年
度
の
高
森
町
消
防
団
員
数
、
三
百
　
卜
四
名
）

新
入
団
員
紹
介

一
分
団

一
部

五
　
分
　
団

六
　
分
　
団

七
分
団

一
部

八
分
団

一
部

八
分
団

一
部

八
分
団
二
部

十
分
団

一
部

十
分
団
二
部

十

三

分

団

林

田

裕

史

村

上

純

一

谷
川

伊
佐
武

徳

丸
　
誠

本

田
　
勲

後

藤

康

之

進
　
智

詞

後

藤

健

夫

自

石

孝

二

五 五 五 五 五 五 五 五

分 分 分 分 分 分 分 分

団 団 団 団 団 団 団 団

大

村

浩

士

二
子
石

慎
吾

嶋

田

裕

介

福

永

久

博

大

塚

史

崇

岩

本

俊

徳

井
　
和

員

荒

牧
　
大

古

寺

秀

徳
を読み上げる新入団員

避難場所を確認してください

◎火山噴火、風水害、地震、火災など大災害が、発生し

た時、避難場所として町が決めているところは、次の

とおりです。

梅
雨
時
期
到
来

災
害
発
生
に
注
意

災
害

は
忘

れ
た
頃

に

本
町
で
は
、
毎
年
梅
雨
の
時
期

に
道
路
や
農
地
の
災
害
が
発
生
し

て
お
り
、
数
年
に

一
度
は
大
き
な

被
害
が
出
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、

昭
和
六
十
三
年
五
月
二
日
深
夜
の

記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
農
地
や
道

路
の
み
な
ら
ず
、
三
名
の
方
が
犠

牲
と
な
り
ま
し
た
。

●

ま
た
平
成
二
年
七
月

一
日
か
ら

二
日
に
か
け
て
の
豪
雨
で
は
、
山

林
、
農
地
、
道
路
の
崩
壊
、
近
隣

の

一
の
宮
町
と
阿
蘇
町
で
多
く
の

犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。
平
成
五
年

に
も
床
上
浸
水
な
ど
の
大
き
な
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
梅
雨
前
線
に
よ
る
集

中
豪
雨
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

梅
雨
時
期
と
な
る
今
月
か
ら
来
月

に
か
け
て
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

災
害
は
、
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
き

ま
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

梅
雨
時
期
に
入
り
注
意
報
や
警

報
な
ど
の
天
気
予
報
に
充
分
注
意

し
、
日
頃
か
ら
で
き
る
だ
け
の
対

応
を
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

、3′

草部中学校での授業風景

高森東中学校では、バスケットボール等で楽しみました。

―週間のゴミの量を5kg減 らすと、

年間でC02は、228.8kgの 削減に !

※環境庁「環境家計簿」より

ECOくん
CHECK

(15)
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（英
語
指
導
助
手
）
ギ

ヤ
レ
ッ
ト

・
フ
ラ
ン
ズ
先
生
の
兄

ブ
ラ
イ
ア
ン

さ
ん
が
三
週
間
の
体

暇
を
利
用
し
、
四
月
下
旬
か
ら
五

月
に
か
け
、
米
国
か
ら
本
町
を
訪

れ
ま
し
た
。

滞
在
中
に
は
弟
の
ギ
ヤ
レ
ツ
ト

先
生
と

一
緒
に
中
学
校
で
の
授
業

や
運
動
な
ど
を
楽
し
み
、
ま
た
、
社

会
人
の
英
会
話
教
室
に
も
参
加
し
、

交
流
を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
イ
ア
ン
さ
ん
は
、
ギ

ヤ
レ

ッ
ト
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
と
高
森
の

自
然
を
満
喫
し
て
帰
国
さ
れ
ま
し

た
。

ャ
レ
ジ
ト
施
笙
　
兄
弟
で
一橿
黒

本格的な夏に向け川や海での楽しい水遊び。

悲しい事故につながらないように注意しましよう。

でも、もしもの時は・・・・・

★服を着たまま水に落ちたら・・・

・あわてずにランドセルやバックを使って浮く。

・首のところを止め、服に空気を入れ る。

☆おぼれている人を見つけたら・・・

・すぐに助けを呼んだり119番する。

・近くにあるものを使う。

棒やひもを差し出す  ベットボトルを投げて

やる

おなかのところで持つ

シャツやズボンをつなげる方法もあります。

子どもたちはひとりで水の近くには行かないよう

にしましよう !

(6)

においてあるペーバータオルも、
自分でハンカチー枚持つてたら、

お店に行つた時、トイレ

使わなくてすむよね。

紙コップはもつたいないでしよう。
使わなくてすむ時は使わない

使い捨ての皿やフオーク、

ようにしようね。

地区名 避 難 場 所

高 森 高森小学校 高森中学校 林業総合センター

色  見 色見小学校

上色見 11色 見小学校

野  尻 野尻林業センター 野尻小学校跡地

草 部 基幹集落センター 車部中学校

地球の■めに,こっと|1奮アイデアを
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児童手当が義務教育就学前まで支給されます

現在、 3歳未満のお子さんを養育 している方に支給されています児童手当は、制度が改正され、平成12年 6月

1日 から次のようになりました。

改 正 前 改 正 後

支給対象年齢 3歳未満

義務教育就学前

(6歳到達後の最初の年度末 )

※平成 6年 4月 2日以後に生 まれた児童

手当月額 第 1子 ・ 2子

第 3子以降

5,000円

10,000111

第 1子・2子

第 3子以降

5,000円

100000円

支払時期 2月 ・ 6月 ・ 10月 2月 ・6月 ・ 10月

○児童手当の支給を受けるには ?
*児童手当は、養育者か ら申請がないと支給 され ません。役場保健福祉課 (公務員の方は勤務先)へ申請書を

提出して ください。

*申請書の他に 「年金加入証明書」 「所得証明書」など、必要 に応 じて添付書類を提出す ることがあ ります。

*所得が一定以上の方には、児童手当は支給 され ません。所得制限についてはお問い合わせ ください。

○いつごろ手続きすればいいの ?

《新規に請求する方》

平成 12年 9月 30日 までに申請された場合、平成 12年 6月 までを上限としてさかのぼって支給されます。 (9

月以前に支給要件にあてはまっていた月分に限 ります。)

(注意)た だし、9月 に申請した場合、事務処理上10月 の支払日に間に合わない場合がありますので早めに提出してください。また、9月

30日 は土曜日のため窓回はお休みです。

《児童手 当を受 けて いる方》

「現況届」を平成 12年 6月 30日 までに提出して ください。義務教育就学前のお子 さん もいる場合は 「額改定

請求書」 も提出して ください。

(注意)平成12年 10月 1日以降の申請については、申請月の翌月分から支給となります。

は い

芙
蓉
館
オ
ー
プ
ン

介
護
予
防
の
拠
点
に

五
月
十

一
日
に
、
横
町
の
旧
小
林
医
院
を
改
装
し

「高
森
町
芙
蓉

館
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
芙
蓉
館
の
オ
ー
プ
ン
式
典
並
び
に
故
小

林
常
雄
先
生
の
旬
碑
の
除
幕
式
が
、
関
係
者
お
よ
そ
三
十
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
年
に
、
町
の
振
興
と
町

民
の
福
祉
向
上
に
と
小
林
順
広
さ

ん

（横
浜
市
在
住
）
が
本
町
に
土

地
と
家
屋
を
寄
付
さ
れ
て
い
た
旧

小
林
医
院
は
、
介
護
予
防
の
拠
点

と
し
た

「高
森
町
芙
蓉
館
」
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
式
典
で
は
、
芙
蓉
館

の
安
全
祈
願
と
共
に
故
小
林
先
生

が
詠
ま
れ
た
句

「往
診
は
い
つ
も

こ
の
道
野
菊
濃
し
　
俳
号

（小
林

芙
蓉
子
）
」
の
碑
の
除
幕
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
共
同
募
金

受
配
車
の
二
十
六
人
乗
り
福
祉
バ

ス
も
納
車
さ
れ
、
安
全
祈
願
を
い

た
し
ま
し
た
。

芙
蓉
館
の
完
成
に
伴
い
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
中
央
公
民
館
か
ら

事
務
所
を
移
転
、
四
月
十
日
か
ら

事
務
を
始
め
て
い
ま
す
。

芙
蓉
館
に
は
手
芸
研
修
室
や
談

話
室
、
会
議
室
等
も
あ
り
、
幅
広

い
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●

，
４

●

●  ●

「現況届」

+
「額改定請求書」

を提出して ください。

「認定請求書」

を提出して ください。

※ 9月 29日 まで に提 出しまし ょう

(注意)9月 30日 は土曜日のため窓日はお休みです。

子育てや しつけ、いじめや不登校などで悩んでいま

せんか ?

熊本県教育センターでは専用電話での教育相談を

行っています。お悩みの方、相談してみませんか?
「教育相言炎専用冒昌言舌」  TEL0968中44-6655
「すこやかダイヤル」 TEL0968-44-7445
相談内容・・・就学、進路や学業、子育て、心や体、こ

とば、いじめや不登校、その他子ども

の教育

相談方法及び日時・・・

電話相談 :毎週、月曜日から金曜日

(午前 9時から午後5時 まで)

来所相談 :前 もって電話予約のこと

毎週、月曜日から金曜日

(午前 9時から午後4時 まで)

出張教育相談 :県立教育センターから遠いとこ

ろは相談員が出かけて、出張教

育相談を開いています。

ヽ いいぇ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽは い ヽ い 1′ Й`L

ヽ

※現況届は 6月 30日
までに提出しましょう

/
√

ヽ
ヽ

摯

義務教育就学前

の児童もいます
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ ヽ

ヽ
増

「現況届」

を提出して ください。

(7)

現在、児童手当を

受けていますか ?

3歳未満のお子さん

だけですか ?

県では男女共同参画を基本とした社会づくりを進

めているところです。これを推進する地域リーダー

の育成を目的に研修生を募集します。

募集対象 :県内在住の20歳から65歳未満の方で

全研修に意欲を持って参加できる方。

募集人員 :30名
応募方法 :「男女が共に参画する新しい社会とは」

を内容とし、題名は自由。400字 原稿

用紙 3枚程度の作文を提出。

募集期間 :平成12年 6月 12日 (月 )～ 7月 31日 (月 )

選考方法 :選考は選考委員会を設置して行う。

発  表 :選考結果は8月 該当者に直接通知する。

お問い合わせ、応募先 :

役場 保健福祉課 福祉係

TEL2-1111(内 線 128)※詳しくは、保健福祉課福祉係 TEL2-1111(内 線 127)

(14)
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毎日の安心 。お世話

家庭での介護
できることはお年寄り自身で

お年寄 りは、すべてのことにゆつくりです。

着替えも食事もゆっくり、話し言葉も聞き取りにく

くボソボソとゆっくりで、イライラしてしまうことが

あるかも知れません。つい「早くして」と急ぎ立てた

り、手をかしてしまったりしがちです。 「何をしても
ノロノロして嫌いだな、忙しいのに困る。」と思って
いると、お年寄りは敏感に察知し、心を閉ざします。

「まだ ?」 「駄目ね、やってあげる」では、お年寄

りのプライドを傷つけ、やる気をなくし、寝たきりを
つくることになりかねません。どんなにゆつくリペー

スでも、できることはお年寄り自身にやってもらいま

しよう。イライラはぐつと飲み込んで見守ってくださ
い。

さりげないスキンシップを

憎まれ口をたたくお年寄りも、実は想像以上の孤独

感をもっています。

歩いているとき後ろから、そっと肩や、腰を支えて

あげたり、寝ている布団のえり元や足元を軽く押さえ
たりするなどのささいなことや、さりげないスキンシ

ップが心に温もりを感じるものです。

(13)

介護者の心構え②

お年寄 りのベースに合わせて
お年寄りとの会話上手は聞き上手

●目の高さを低めに

こちらからの一方通行にならないように、何が言い

たいのかゆつくり聞いてみましょう。気持ちが和んで

くると、お年寄りはよく同じ話の繰り返しになります。

そんなときにでも遮らないで耳を傾けましょう。
お年寄 りのそばでできるアイロンかけなどの家事を

しながらだと、会話の時間もとりやすいのではないで

しょうか。

●一つの行動に言葉かけを

お年寄 りは、一度にたくさんのことを言われるのが

苦手です。同時に幾つもの事柄を理解しようとすると

混乱して、かんじゃくを起こしたり、自信を失ったり
してしまいます。

「カーディガンを着て、靴下を履いてトイレを済ま

せてから、お散歩しましょう」のように一度に言いた

くなりますが、これは悪い例です。一つ一つ分けて言
いましょう。          ●
●低めの声でゆっくりと話す

甲高い声、早回のしゃべ り方は、お年寄 りにとつて

聞き取 りにくいものです。いつもよリトーンを落として、

ゆっくり落ち着いた話し方をしてください。

●会話を滑らかにする言葉

お年寄 りとの会話を滑 らかにする言葉に、よく「あ

りがとう」が使われます。やってもらったら、何にで

も「あ りがとう」 「助かったわ」です。頼む筋合いで

はないことでも、 「や りなさい」ではなく「やって く

れますか、おねがいします」と頼みます。何かできた

ら「よかったね」と一緒に喜び、ちょつとのことでも「ご

めんね」と謝って、その先につなげます。

保 健 婦 か ら

あなたへ0

健康講座

●

●

六
月
は
む
し
歯
予
防
月
間

「良
い
歯
の
教
室
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

い
よ

い
よ
梅
雨
時
期

に
は
い

っ

て
き
ま
し
た
が
、

い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
、
六
月
は
虫
歯
予
防
月
間

で
す
。
町
で
は
八
〇
二
〇
運
動

（八

十
才
で
二
十
本
の
歯
を
残
す
こ
と
）

を
推
進
す
る
た
め
に
、　
一
才
児
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
年
三
回

（ニ
コ
ー
ス
で

一
回
）

「良

い
歯

の
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

小
さ

い
と
き
の
生
活
習
慣
は
大

人

に
な

っ
て
も
大
き
く
影
響
し
て

き
ま
す
。

こ
の
教
室
で
は
次

の
三

つ
の
こ

と
に
重
点
を
置

い
て
進
め
て
い
ま

す
。

一
、
虫
歯
菌
の
え
さ
と
な
る
甘
味

を
与
え
る
時
期
を
出
来
る
だ
け

遅
ら
せ
、食
事
の
リ
ズ
ム
を
作
る

二
、
虫
歯

の
棲
み
家

に
な
る
歯
垢

を
速
や
か
に
取
り
除
く

三
、
虫
歯

に
負
け
な

い
強

い
歯
を

つ
く
る

内
容
は

一
、
歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
よ
る
正

し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
仕
方

二
、
歯
医
者
さ
ん
に
よ
る
歯
科
検

診
三
、
歯
医
者
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

話
そ
う

「虫
歯
の
は
な
し
」

四
、
栄
養
士
さ
ん
の
咀
嘱
（噛
む

こ
と
）を
促
す
食
生
活

五
、
フ
ッ
ソ
塗
布
の
話

（教
室
終

了
後
、
希
望
者
に
三
ヶ
月
毎
に

フ
ッ
ソ
塗
布
を
実
施
）

最
近
、
噛
め
な

い
、
い
つ
ま
で

も
日
の
中

に
入
れ
て
飲
み
込
め
な

い
、
あ
ご
が
細
く
て
歯
並
び
が
悪

い
、
好
き
嫌

い
が
激
し
い
、
そ
ん

な
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

う
さ
せ
る
の
は
や
は
り
ま
わ
り
の

み
な
さ
ん
た
ち
で
は
な

い
で
し
ょ

う
か
？

共
働
き
で
、
忙
し
い
お
母
さ
ん
。

お
じ
い
ち

ゃ
ん
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
も

是
非
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
き

っ
と
、

「な
る
ほ
ど
―
」
と
思
う
は

ず
で
す
。

今
月

の
日
程

六
月
十
三
日

・

二
十
日
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
保
健

推
進
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ヽ
ヽ

●

国

民

年

金

だ

よ

り

◆
国
民
年
金
の
届
け
出
は
お
済
み
で
す
か
？

最
近
、
お
手
元
に
、

「届
け
出
は
お
済
み
で
す
か
？
／
国
民
年
金
被

保
険
者

（資
格
取
得
）

（種
別
変
更
）

（種
別
確
認
）
が
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
又
は
、
町
の
国
民
年
金
係
か
ら
届
い
て
い
ま
せ
ん
か
？
こ
れ

は
、
転
職
や
退
職
な
ど
の
理
由
で
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ

っ
た
際
、

届
け
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方
に
送
付
さ
れ
て
来
ま
す
。

大
切
な
あ
な
た
の
年
金
の
こ
と
で
す
。
思
い
当
た
る
方
は
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
か
ず
に
、
今
す
ぐ
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
学
生
の
保
険
料
納
付
特
例
制
度
の
申
請
は
七
月
末
ま
で
に

平
成
十

二
年

四
月
よ
り
、
学
生

の
保
険
料
納
付
特
例
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

こ
の
特
例
制
度
は
、
申
請
を
し
て
承
認
を
さ
れ
れ
ば
、
申
請
の
あ

っ

た
月
の
前
月
か
ら
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
度
に
限
り
七
月

末
ま
で
に
申
請
を
行
え
ば
四
月
に
遡

っ
て
免
除
さ
れ
る
特
例
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

「届
け
る
の
を
忘
れ
て
い
た
」
と
い
う
方
は
、
国
民
年
金
窓
口
で
手

続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
例
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
住
民
生
活
課
国
民
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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しっかりかむ ～その大切さ、ご存知ですか～

かむ力をつけるには、食卓に適度にかみごたえのあるもの

を出すようにする必要があります。小さい頃から、かみごたえ

のある食品を食べることで、かむ力がつ くだけでな く、食べ物

をよくかんで食べる習慣をつけることにもなります。また、そ

れはよく味わって食べることにもつながります。よくかんで

食べ物の味を楽しんでみましょう。

かむ働き

あごの発達・・かむほどにあごは大 きくなり、歯の生 える

スペースが大 き くなって歯並びが よくなる。

丈夫な歯・・歯 (骨)は力をか けるほど、骨の密度が高 く

なる。堅い食べ物 を食べ ると丈夫な歯 になる。

む し歯予防・・かむ ことによつてだ液が日の中を されいに

し、む し歯を防 ぐ。

心の安定・・脳を刺激 し、心の安定 に役立つ。

′

一

:と

ミ

年
ｔ
と
３
ち

素
碇
プ
ｔ

～ きなこサブレ ～(5人分)

歯によいおやつです

□材料

小麦粉50g、 きなこ25g、

ベーキングパウダー小さ

じ 1、 砂糖大さじ1■、

卵サ個、バター大さじ2、

グラニュー糖大さじ 1強

□作り方

①小麦粉、きなこ、ベーキング _人分の栄養価
パウダーをボールに入れてよ ェネルギー128キロ,里

く混ぜておく。②砂糖、卵、バ タンパク質 3.29
ターを混ぜあわせて①とさっ 脂質    6.19
くりと混ぜて少しねかせる。 カルシウム 20mg
③薄く伸ばしてグラニュー糖

をふりかけ、麺棒でおさえて適当に切り分けオー

ブンで焼く。

☆オープンの温度は180度位で10～ 15分

な

撤
木
しヽ
み

￥

う
ヽ
３
と

年
金
が

た

ｔ

だ
か
ら

化
も
ち
ヽ

私
い
ま

レヽ
よ

ヽ
つ

(8)

艤

栄養士の



介護保険の保険料

65歳以上の方  (第 1号被保険者)

保険料の決め方

保険料の額は、所得に応じて次の五段階のいずれ
かに決まります。低所得者の負担が重くならないよう、

配慮されています。

保険料の算定に関する基準 (1人当たり月額)

※基準額は、 :に 町村で必要 とする総介護サービス量のうち、65
歳以上の方の保険料で負担すべ き分を、市町村に住む65歳以上

の方の総数で割って算出したものです。

保険料の納め方

老齢年金の額が年間 18万円 (月 額 15,OOO円 )

以上の人は年金から天引き、それ以外の人は市町村

に個別納付 となります。

高齢者保険料 (第 1号被保険者)特別措置

65歳以上の介護保険料は平成 12年 4月 から9
月までは徴収 しません。その後 10月 から 1年間は

保険料を半額に軽減し徴収します。

40歳～64歳の方   (第 2号被保険者 )

保険料の決め方

職場の健康保険などの加入者は

各組合ごとに、算出した計算方法をもとに決まります。
おもに会社員が加入する健康保険組合、公務員や教職員が加

入する共済組合、船員が加入する船員保険のことです。

国民健康保険加入者は

(

税
の
広
報

平
成
十

二
年
度
税
制
改
正
に

つ
い
て

平
成
十
二
年
度
税
制
改
正
は
、

最
近
の
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
、

本
格
的
な
景
気
回
復
に
資
す
る
等

の
観
点
か
ら
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
と
し
、
税
制
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
　
住
宅
ロ
ー
ン
税
額
控
除
制
度

平
成
十
三
年

一
月

一
日
か
ら
六

月
三
十
日
ま
で
の
間
に
居
住

の
よ

う
に
供
し
た
場
合
、
平
成
十
二
年

居
住
分
と
同
様

に
次

の
と
お
り
適

用
が
で
き
ま
す
。

◎
　
特
定
情
報
通
信
機
器
の
即
時

償
却
制
度

個
人
事
業
者
又
は
法
人
が
、
百

万
円
未
満

の
特
定
情
報
通
信
機
器

を
平
成
十
三
年
二
月
二
十

一
日
ま

で
の
間
に
取
得
し
て
事
業

の
用
に

供
し
た
場
合
、
取
得
価
格

の
金
額

を
必
要
経
費
又
は
損
金

に
算
入
で

き
ま
す
。

◎
　
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制

中
小
企
業
斜
等
が
平
成
十
三
年

五
月
三
十

一
日
ま
で
に

一
定
の
機

械
装
置
、
器
具
備
品
等
を
取
得
し
、

事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
、
①
取

得
価
格
の
百
分
の
三
十
の
特
別
償

却
又
は
②
取
得
価
格
の
百
分
の
七

の
税
額
控
除
の
選
択
適
用
が
で
き

ま
す
。

【中
小
企
業

・
ベ
ン
チ
ヤ
ー
企
業

の
振
興
】

◎
　
同
族
会
社
の
留
保
金
課
税
の

特
例
の
創
設

設
立
後
十
年
以
内
の
中
小
企
業

者

（注
）
及
び
新
事
業
創
出
促
進

法
の
認
定
事
業
者
に
つ
い
て
、
二

年
間
の
措
置
と
し
て
、
同
族
会
社

の
留
保
金
課
税
を
特
例
が
講
じ
ら

れ
ま
す
。

（注
）
中
小
企
業
者
と
は
新
事
業

創
出
促
進
法
に
お
け
る
次
の
中
小

企
業
者
等
を
い
い
ま
す
。

・
製
造
業

・
・
・
資
本
金
三
億
円

以
下
又
は
従
業
員
三
百
人
以
下

・
卸
売
業

・
・
・
資
本
金

一
億
円

以
下
又
は
従
業
員
百
人
以
下

・
サ
ー
ビ
ス

・
小
売
業

・
・
・
資

本
金
五
千
万
円
以
下
又
は
従
業
員

百
人

（小
売
業
五
十
人
）
以
下

◎
　
特
定
中
小
会
社
の
株
式
の

譲
渡
益
に
対
す
る
課
税
の

特
例
の
創
出

い
わ
ゆ
る

エ
ン
ジ

ェ
ル
税
制
の

対
象
と
な
る
特
定
株
式
に
つ
い
て
、

一
定

の
要
件

の
下
で
、
譲
渡
所
得

等

の
金
額
を
二
分

一
に
相
当
す
る

金
額
と
す
る
特
例
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

【そ
の
他
の
税
制
改
正
】

◎
　
年
齢
十
六
歳
未
満
の
扶
養
親

族
に
係
る
扶
養
控
除
制
度
の

見
直
し

年
齢
十
六
歳
未
満
の
扶
養
親
族

（年
少
扶
養
親
族
）
に
係
る
扶
養

控
除
の
額
の
割
増
し

（十
万
円
加

算
）
の
特
例
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

色
申
告
特
別
控
除
額
が
次
の
と
お

り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（取

引
を
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従

っ

て
記
録
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）

四
十
五
万
円
↓
五
十
五
万
円

◎
　
支
払
調
書
、
源
泉
徴
収
票
等

の
税
務
署
長
へ
の
提
出
の

特
例

支
払
調
書
、
源
泉
徴
収
票
等
の

税
務
署
長
へ
の
提
出
の
特
例
に
つ

い
て
、　
一
定
の
要
件
の
下
で
、
磁

気
デ
イ
ス
ク
に
よ
る
提
出
が
で
き

ま
す
。

（平
成
十
三
年
四
月

一
日

以
後
に
行
う
も
の
に
適
用
さ
れ
る
。
）

◎
　
相
続
税
の
延
納
の
利
子
税
の

軽
減

平
成
十
二
年
四
月

一
日
以
後
の

期
間
に
対
応
す
る
相
続
税
の
延
納

の
利
子
税
の
割
合
が
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。

税
制
改
正
等
の
詳
し
い
内
容
は

阿
蘇
税
務
署

■
０
９
６
７

（２
２
）
０
５
５
１

六
月
は
町
県
民
税
（
一
期
）、国
民
健
康
保
険
税
（二
期
）
の
納
期
で
す
　
納
期
限
（六
月
三
十
日
）ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

)

)

つぎの算定により決まります。

※市町村によつて計算が異なる場合もあります。

保険料の納め方

職場の健康保険などの加入者は

健康保険などの保険料に介護保険料を上乗せ した

ひとつの保険料の形で、給料から差し引かれます。
40歳から64歳の健康保険の被扶養者の分の保険料は、被

保険者本人が加入する健康保険などの保険料に織 り込 まれま

すので、別途保険料を納める必要はありません。

国民健康保険加入者は

医療保険分 と介護保険分 をあわせた国民健康保険

税 として世帯主が納めます。

問い合わせなど、詳 しいことは・・・

高森町役場・保健福祉課・介護保険係

TEL2-1111 (内 線 128)

●  ●

●  ●

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協
会
設
立

自
発
的
に
障
害
者
や

・
老
人
に
対
す
る
奉
仕
や
児

童
教
育
な
ど
社
会
福
祉
活
動
を
行
う
人
々
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
い
い
ま
す
。
趣
旨
に
賛
同
し
た
方
々
が
協

会
を
設
立
し
、
自
主
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

四
月
二
十
五
日
、
午
前
十
時
か

ら
高
森
中
央
公
民
館
大
広
間
で
高

森
町
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協
会
の
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
会
則
を
決
定
後
、
役

員
を
選
出
、
会
長
に
は
斎
藤
満
男

さ
ん

（旭
通
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協
会
は
、

「助
け

合
お
う
、
支
え
合
お
う
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
高
森
町
全
般
の
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
活
動
を
行

っ
て
い
く
予
定
で

す
。

事
業
内
容

①
福
祉
全
般
に
関
す
る
活
動

へ
の

参
加

②
高
森
町
の
催
し
へ
の
参
加

③
各
種
団
体
の
活
動
及
び
催
し
へ

の
参
加

④
各
地
区
活
動

へ
の
参
加

⑤
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
啓
発

・

育
成
の
た
め
の
事
業

⑥
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
相
互
の
交
流
と

情
報
交
換

⑦
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

会
　
長
　
斎
藤
満
男

副
会
長
　
桐
原
　
高

後
藤
サ
カ
エ

事
務
局
長

森
　
秀
喜

（社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）

会
　
計
　
津
留
新
吾

　
（横
町
）

幹
　
事
　
栗
屋
興
志
雄

（村
山

。
上
在
）

自
根
亀
久
夫

（天
神
）

立
山
定
雄

　
（旭
通
）

今
村
キ
ワ
子

（昭
和
）

山
村
信
子
　

（下
町
）

岩
下
幸
子（南

在

・
津
留
）

岩
下
良
治

　
（色
見
）

幸
野
敏
文

　

（草
部
）

岩
下
茂
巳
　
（役
場
）

監
査
　
　
志
柿
末
浩

佐
竹
イ
マ

※
協
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
希
望
さ
れ
ま
す

方
立
口同
森
町
社
会
福
祉
協
議
会

（ＴＥＬ

２

・
２
１
５
８
）
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

阿蘇税務署では、平成12年度の「国税モニター」を次の4人の方に委

嘱しましたので、身近な税についてのご意見をお寄せ下さい。(敬称略 )

上
野
和
伝

小
笠
原
邦
子

（阿
蘇
町
会
社
役
員
）

児
玉
政
俊

（小
国
町
会
社
役
員
）

（
一
の
宮
町
報
道
関
係
）

貶
魃饂

国税モニター制度は、広く一般国民の意見、要望、苦情等聞いていただき、税務行政における事務運営の改善納税者サービ

スの向上など一層円滑な事務運営に役立てていくことを目的としています。 (委嘱期間平成12年4月 1日から平成13年 3月31日 まで)

早速、機能訓練にポランテイア

(12)(9)

平 成 12年 居 住 分

平成 13年 1

月 1日 か ら

同年 6月 30

日までの居

住分

平成13年 7月 1日 から同年12

月31日 までの居住分

住宅借入金

等の年末残高

控除期間

(15年 間 )

控除率

〈同 左〉

住宅借入金

等の年末残高
控除期間 控除率

5,000万 円

以下の部分

1～ 6年 目
2,000万 円

以下の部分

年

間

7～ 11年 目
2.(XO万 円超

3,(XX万 円以下

の部分

05%

12～ 15年 目 05%

所得割額

資産割額

均等割額

平等割額

第 2号被保険者の所得に応じて計算

第 2号被保険者の資産に応じて計算

各世帯の第2号被保険者の数に応じて計算

第 2号被保険者のいる世帯、一世帯につ

きいくらと計算

段階 対 象 者 保険料月額

第 1 生活保護受給者

老齢福祉年金受給者であつて世帯

全員が住民税非課税世帯の場合等

基準額 ×0.5

第 2 世帯全員が住民税非課税世帯の場合等 基準客買×0,75
第 3 基準額 × 1

第 4 本人住民税課税で前年の合計所得

金額が250万 円未満の場合

基準額 Xl.25

第 5 本人住民税課税で前年の合計所得

金額が250万 円以上の場合

基準額×1.5

保険料は所得に応じて決まります。また、65歳以

上の方と40歳から64歳までの方で異なります。

この社会 あなたの税が生きてιヽる

◎
　
青
色
申
告
特
別
控
除
の

引
上
げ

不
動
産
所
得
又
は
事
業
所
得
を

生
ず
べ
き
事
業
を
営
む
青
色
申
告

者

（現
金
主
義
に
よ
る
こ
と
を
選

択
し
て
い
る
人
を
除
く
。
）
の
青

/

民
間
投
資
等
の
促
進

世帯の誰かに住民税が課税され

や [量 量



″ヽ

ψ

軟

眩
者

毛

悼

久

悲
し
み
を
胸
に

今
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
結

五
十
五
年
目
。
日
本
は
こ
の
間
、

戦
後
復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長

へ

と
突
き
進
み
、
世
界
を
代
表
す
るの戦

経
済
大
国
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
年
数
は
経
て
ど
も

ご
遺
族
の
苦
し
み
と
悲
し
み
、
そ

し
て
残
し
た
家
族
の
行
く
末
を
案

じ
戦
場
に
散
ら
れ
た
英
霊
の
痛
恨

の
想
い
は
癒
え
る
こ
と
は
な
い
で

しヽ
よ
つヽ
。

こ
の
家
族
と
、
英
霊
の
気
持
ち

に
少
し
で
も
報
た
い
と
、
今
年
も

五
月
十
二
日
に
草
部
地
区
と
野
尻

地
区
、
十
三
日
に
高
森

・
色
見
地

区
の
三
ヶ
所
に
お
い
て
追
悼
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
と
も
ご
遺
族
や
戦
友
の

方
々
と
来
賓
各
位
が
追
悼
の
言
葉

を
捧
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
新
た
な

る
平
和

へ
の
誓
い
を
胸
に
献
花
さ

れ
ま
し
た
。

今
日
の
平
和
な
日
本
は
多
く
の

犠
牲
の
下
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
平
和
の
尊
さ
を
真
剣
に

考
え

一
人
ひ
と
り
が
心
に
刻
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
す
べ

て
が
永
久
の
平
和
で
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
。

、
ゝ

″

ヽ

、
（

ヽ

ハ

‐

ヽ

ミ

ヽ
‐
ヽ
・

〕
驚
簑
ヽ
、
ゝ
、

ふ

ろ

四
月
二
十
六
日
、
高
森
温
泉
館

で
風
呂
の
日
恒
例
の
素
人
演
芸
会

が
行
わ
れ
、
町
内
の
有
志
の
皆
さ

ん
の
日
向
の
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
や

高
千
穂
町
の
お
た
ふ
く
神
野
の
チ

ン
ド
ン
屋
で
大
休
憩
室
は
笑
い
の

渦
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
訪
れ

た
お
客
さ
ん
た
ち
は
素
晴
ら
し
い

景
色
と
演
芸
会
の
大
サ
ー
ビ
ス
に

ど
の
顔
も
満
足
顔
で
し
た
。

毎
月
二
十
六
日
は
風
呂
の
日
で

特
産
品
の
抽
選
会
や
演
芸
会
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
、

是
非
お
出
で
下
さ
い
。

ふ
ろ

六
月
二
六
の
日
は

地
元
出
身

南
郷
ひ
か
る
歌
謡
シ
ヨ
ー

（午
後

一
時
か
ら
二
時
）

み
な
さ
ん
揃

っ
て
お
い
で
下
さ

い
。
他
に
も
歌
や

・
踊
り
の
素
人

演
芸
会
も
あ
り
ま
す
。

温
泉
館
二
六
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「初盆を迎えるご家庭」の

記事について

皆様方の早期発行のご /″
‐

会場をわかせたひよつとこ踊リ

おたふく神野のチンドン屋一同

●  ●

●  ●

要望 にお応 え して、今年
. ‐∈彗>

は7月 25日 までの内容で、

広報誌 とは別に7月 26日 に

「広報たか も り号外」 とし

て全世帯に配布 します。 (こ

れ以降の追加、変更は各組回覧)

次の場合は、戸籍住民係まで連絡してください。

◎掲載を希望されない場合

(翌年度に変更される場合など)

◎お亡 くな りになられた方が本町に住所が無かっ

たが、本町で初盆を迎えられるなどで、本記事ヘ

の掲載を希望される場合

住民生活課 戸籍住民係 TEL2-1111(内 線 133)

艤
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少

6、6
θ

(総務庁〉

9月下旬から10月上旬の間、「国勢調査員証」を持った調査員が世帯を訪問し、

調査票の配布と取 り集めをします。

国勢調査と称して、家族構成や会社の従業員の名前を電話で照会する「かた り

調査」にご注意 ください。OGttD

《新規卒業予定者の皆さんへ》
陸・海・空の自衛官を募集しています。自衛隊の様々

な分野で専門的な仕事に頑張ってみませんか。各コ

ースの試験 日程は次のとお りです。

(自衛官コース)  (試 験 日)

二等陸・海・空士 男子 9月 19日 女子 9月 25～ 26日

一般曹候補学生・      0日 1^ロ
曹候補士        υ"IVH

航空学生          9月 23日

看護学生          10月 26日

防衛医科大学校     11月 4～ 5日

防衛大学校学生     11月 11～ 12日

詳 しいことは自衛隊阿蘇募集事務所 または役場

の自衛隊募集担当 (行政係)ま で どうぞ。

阿蘇募集事務所   TEL 0967-34-0348

七
月
六
日

（本
）
～

七
月
九
日

（日
）

午
前
十
時
～
午
後
九
時

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル

昨年の七夕まつり

湧
水
ト
ン
ネ
ル
七
夕
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

梅
雨
時
期
に
行
わ
れ
る

「は
な

し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
雨
に

た
た
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
屋
外

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
施
で
き
ま

す
よ
う
に
願
い
を
込
め
た
、
皆
様

方
の
ユ
ニ
ー
ク
な

『
て
る
て
る
ぼ

う
ず
』
の
出
展
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
作
品
の
受
付

六
月
十
七
日

（土
）
ま
で
観
光
協

会
ま
で
お
届
け
下
さ
い
。

■
作
品
の
サ
イ
ズ
　
自
由

■
審
査
　
六
月
二
十
五
日

（日
）

優
秀
作
品
に
は

賞
状
及
び
記
念
品
贈
呈

昨年のはなしのぶコンサー ト

六
月

二
十
五
日
（第
四
日
曜
日
）

午
前
十
時
半

阿
蘇
野
草
園
は
な
し
の
ぶ
広
場

（休
暇
村
南
阿
蘇
内
）

第
二
十
回

は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
の
お
知
ら
せ

一
■
問
い
合
わ
せ
先

一
観
光
協
会
　
ＴＥＬ
２

・
２
２
３
３

平成 12年用お年玉つ き年賀はがき、及び

年賀切手の賞品の引 き替え期限は、7月 17日

(月 )ま で となっています。まだ引き替えが

お済みでない方は、お手元の年賀状をお確か

めの上、お近くの郵便局でお引き換えください。

なお、当選番号及び賞品は、次のとおりです。

1等
●電動自転車 ●デジタルビデオカメラ
●カーナビゲーション
●マッサージ椅子
●ハンドヘルドパソコン(5点 の中から一点)

A・ B組

共 通 814 0
乙

8 1 9 6 う
0 1

2等

●体脂肪計付ヘルスメーター
●空気清浄機 ●折りたたみ自転車
●デジタルカメラ
●ボータブルMDプ レーヤー
●ふるさと小包(6個 )(6点の中から一点)

A・ B組

共 通

下5けた

816141212

3等
●ふるさと小包1個

(精選101品 の中から1点 選択)

A・ B組

共  通

証 10121717

4等 ●お年玉切手シー ト (50円 +80円 )

A・ B組

共 通

下2けた 1313
7

下2けた 8 8

忘れていませんか?お年玉賞品の引き替え

(10)(11)
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り
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ま
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『わたり ]に注目を 0
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自 衛 官 募 集の案内
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